
の渋滞

緩和を図る道路として、早期開通を目指して整備を進めます。

　平成25年6月、千葉県収用委員会から収用裁決 　本昌寺墓地移転関係の事業経費については、本

及び明渡裁決があり、明渡時期までに用地の引渡しを受ける必要があり 年度の進捗見込みに合わせて計上しています。本年度は、本昌寺に対す

ます。 る補償費や道路建設工事費を主に予算計上しています。
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予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２６年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 3. 勝田台・長熊線整備事業

3. 都市計画費

3. 街路事業費 志津霊園対策室

（佐倉市）　　

第５章
｢住環境が整備された住みやすいまちづくり｣～都市 1,146,630

基盤整備の充実～ 平成23年度 231,580

臨時 単独 計画 0 0 426,845 基本施策３
道路環境が充実した安全で快適なまちにします 平成24年度 438,904

平成25年度 228,944

施策１
快適な道路環境に努めます 平成26年度 244,280

平成27年度 2,922

国庫支出金 財産収入 繰入金 諸収入 その他

70,217 0 0 0 0 70,217 △70,217

70,217 263,052 29,700 4 20,513 20,000 0 192,835

・最終合意書(21年12月締結)及び和解合意書(25年3月締 　都市計画道路勝田台長熊線は、国道１６号（八千代市 　志津霊園関連区間が開通することにより、迂回路とな

結)に基づく本昌寺の移転補償金及び支払留保補償金の支払 勝田台）と国道５１号（佐倉市長熊）を結び、佐倉市を東西に横断する っている志津霊園周辺の交通安全の向上、国道２９６号の渋滞緩和、地

・本昌寺墓地使用者の移転補償金の支払 主要幹線道路です。 域経済の発展が期待できます。

・道路建設工事 　本路線は志津霊園関連区間を残し全線開通しています。

・市の損害回復を図るため、法的手段の検討及び手続きの執行 　このため物流、地域経済の発展を支え、並行する国道２９６号


